
清水わき 心ふれあう 嘉島町

写真上段は嘉島中体育大会「YOSAKOI SORAN」。
同中段は嘉島東、西の両小運動会から。同下段は緑
川復興イベントに先立って繰り広げられた一斉清掃。

○嘉島町議会第２回定例会……②
○緑川〝主役〟に…………②～③

主な内容 ○金畑仮設団地など避難訓練…④
○晴れの「春の褒章」…………⑤
○体育大会に運動会………⑥～⑨
○ご存じ？海堀選手現役復帰…⑨
○路線価に「調整率」…………⑩

○サーカスがやって来る………⑩
○お知らせ情報館…………⑫～⑲
○始めます！買い物運動クラブ⑯
○「かしま水の郷まつり」……⑳
○東京2020五輪旗……………㉖

年
平成 年
2017

６６
年

平成 年
2017

No.523No.523

2929

響く歓声



広報かしま2017.6

2

緑
川 

〝
主
役
〞
に

嘉島町など流域の自治体出動

改
修
の
促
進
を

改
修
の
促
進
を

嘉
島
で
期
成
会
総
会

　

緑
川
改
修
期
成
会
は
５
月
12
日
、

嘉
島
町
役
場
で
平
成
29
年
度
総
会

を
開
き
、
安
全
・
安
心
な
緑
川
へ

の
改
修
を
強
力
に
進
め
て
い
く
こ

と
な
ど
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

流
域
の
熊
本
、
宇
土
両
市
と
嘉

島
、
甲
佐
、
益
城
、
美
里
、
御
船
、

山
都
の
６
町
は
じ
め
関
係
団
体
の

代
表
ら
が
列
席
。
会
長
の
荒
木
町

長
が
「
昨
年
の
地
震
か
ら
の
復

旧
・
復
興
を
踏
ま
え
た
上
で
、
水

害
に
よ
り
強
い
緑
川
へ
改
修
を
怠

り
な
く
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
し
て
い
く
」
と
基
本
的
な
方
針

を
表
明
し
ま
し
た
。

　

緑
川
水
系
で
は
震
災
に
よ
っ
て

　

嘉
島
町
消
防
団
で
編
成
す
る
町

水
防
団
は
じ
め
緑
川
流
域
２
市
４

町
の
水
防
団
が
一
斉
出
動
す
る
緑

川
水
防
演
習
が
５
月
14
日
、
甲
佐

町
船
津
の
緑
川
左
岸
の
河
川
敷
一

帯
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
習
に
は
、
流
域
自
治

　

嘉
島
町
議
会
の
平
成
29
年
第
２

回
定
例
会
が
６
月
５
日
か
ら
７
日

ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
29
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
案
は
じ
め
10
議
案
（
条

亀
裂
や
陥
没
と
い
っ
た
堤
防
の
被

害
が
１
２
７
カ
所
に
上
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
梅
雨
時
の
水
害
警
戒

な
ど
改
め
て
確
認
し
、
水
系
の
改

修
要
望
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
な

ど
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
荒
木
町
長
（
中
央
）

体
の
各
水
防
団
は
じ
め
上
益
城
消

防
本
部
、
陸
上
自
衛
隊
第
８
師
団

な
ど
か
ら
関
係
者
約
３
０
０
人
が

参
加
。
県
内
は
梅
雨
前
線
の
北
上

に
伴
い
、
総
雨
量
が
５
０
０
㍉
を

超
す
大
雨
が
予
想
さ
れ
、
堤
防
決

壊
の
恐
れ
が
出
て
き
た
と
い
う
想

定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
水
防
団
も
佐
藤
光
正
団

長
以
下
14
人
が
出
動
し
、
防
水

シ
ー
ト
や
土
の
う
を
使
用
し
た

「
シ
ー
ト
張
り
工
法
」
と
呼
ば
れ

る
緊
急
の
護
岸
訓
練
を
展
開
。
て

４
億
円
余
り
増
額

例
１
件
、
予
算
３
件
、
そ
の
他
６

件
）
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

承
認
。
４
億
２
３
４
万
５
千
円
を

追
加
し
た
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
１
０
６
億
９
５
１
万
２
千
円
と

な
り
ま
す
。

　

荒
木
町
長
の
町
政
報
告
な
ど
詳

報
は
次
号
「
広
報
か
し
ま
７
月

号
」
で
お
伝
え
し
ま
す
が
、
主
な

も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

○
町
復
興
計
画
策
定

○ 

災
害
公
営
住
宅
建
設
整
備
に
向

け
た
都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）

と
基
本
協
定
締
結

○
災
害
復
旧
事
業
の
状
況

嘉島町議会

第
２
回
定
例
会
開
く

一
般
会
計

補
正
予
算

水防演習 ２年ぶり

き
ぱ
き
と
し
た
動
き
で
演
習
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

緑
川
の
水
防
演
習
は
、
水
害
が

心
配
さ
れ
る
梅
雨
時
に
毎
年
、
流

域
自
治
体
の
持
ち
回
り
で
実
施
、

昨
年
は
地
震
の
た
め
中
止
。
改
め

て
水
防
態
勢
を
整
備
、
強
化
す
る

と
と
も
に
、
住
民
の
防
災
意
識
を

高
め
て
い
く
の
が
狙
い
で
す
。
こ

の
日
の
演
習
で
は
地
元
の
甲
佐
町

水
防
団
が
土
の
う
積
み
訓
練
に
当

た
る
な
ど
堤
防
を
守
る
さ
ま
ざ
ま

な
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

嘉島町水防団はシート張り工法に取り組んだ

出動した嘉島町水防団（手前）
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ク
リ
ー
ン
作
戦

ク
リ
ー
ン
作
戦

嘉
島
な
ど
８
市
町

　

昨
年
の
熊
本
地
震
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
緑
川
流
域
の
復
興
イ

ベ
ン
ト
が
「
緑
川
の
日
」
の
４
月

29
日
、
嘉
島
町
の
高
田
み
ん
な
の

広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
被
災
し

た
緑
川
護
岸
堤
防
の
復
旧
工
事
に

ち
な
み
、
国
交
省
熊
本
河
川
国
道

事
務
所
や
流
域
自
治
体
、
住
民
グ

ル
ー
プ
が
河
川
防
災
や
流
域
の
振

興
策
を
探
ろ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
が
「
流
域
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
、
互
い
に
つ
な
が

り
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

開
幕
を
宣
言
。
引
き
続
き
開
か
れ

た
嘉
島
、
甲
佐
、
御
船
、
益
城
、

美
里
、
山
都
の
６
町
が
一
堂
に
会

し
た
流
域
サ
ミ
ッ
ト
で
は
各
町
か

ら
緑
川
に
関
す
る
課
題
や
問
題
が

提
起
さ
れ
、
住
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
震
災
か
ら
の
復
旧

工
事
で
フ
ル
稼
働
し
た
ク
レ
ー
ン

車
を
は
じ
め
土
木
・
建
設
機
械
や

水
に
親
し
む
環
境
に
優
し
い
ゴ
ム

ボ
ー
ト
の
各
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
た
ほ
か
、
コ
イ
や
ナ
マ
ズ

な
ど
集
め
た
「
緑
川
お
さ
か
な
水

族
館
」
も
お
目
見
え
し
、
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
流
域
の
物
産
を
集
め

た
「
緑
川
う
ま
い
も
の
市
」
に
加

え
、
平
成
音
楽
大
や
熊
本
工
高
の

吹
奏
楽
部
、
鎮
西
高
ダ
ン
ス
部
の

ス
テ
ー
ジ
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
「
緑
川
の
日
」
の
４
月
29
日
、

恒
例
の
流
域
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
流
域
２
市
６
町
の
住
民

ら
が
参
加
し
、
嘉
島
町
の
高
田
み

ん
な
の
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

清
掃
に
先
立
ち
、
緑
川
改
修
期

成
会
長
の
荒
木
町
長
が
「
好
天
に

恵
ま
れ
、
河
川
に
親
し
み
、
ひ
い

て
は
水
の
恵
み
を
再
確
認
で
き
る

機
会
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
早
速
、
み
ん
な
の

広
場
は
じ
め
右
岸
一
帯
に
繰
り
出

し
、
投
げ
捨
て
ら
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
を
拾

い
集
め
て
い
ま
し
た
。
流
域
に
は

ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

流
域
一
斉
清
掃
は
平
成
６
年
に

始
ま
り
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
を

楽
し
み
な
が
ら
、
流
域
の
人
々
と

の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
毎
年
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

拾
い
集
め
ら
れ
た
ご
み
な
ど
ま
と
め
る

担
当
者
ら

復興イベントで開かれた流域サミッ
トであいさつに立った荒木町長

写真上は緑川の復興イベントで設けられた復旧・復興
工事で使われた土木、建設機械の体験コーナー。同下
はゴムボートの試乗会で緑川に親しむ参加者たち

復興イベント多彩
流域サミット、体験コーナー続々
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し
、「
い
ざ
と
い
う
時
の
心
構
え

が
で
き
ま
し
た
」
と
い
う
参
加
者

の
声
に
、
増
岡
区
長
も
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
。

ま
ず
訓
練
を
や
っ
て
み
て
今
後
に

備
え
る
こ
と
が
改
め
て
大
切
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
気
を

引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

れ
か
ら
も
元
気
で
健
康
な
町
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

米
寿
（
88
歳
）
祝
い
の
32
人
を

代
表
し
、
甲
斐
成
文
さ
ん
（
上
仲

間
）
を
表
彰
＝
写
真
。
同
連
合
会

が
先
に
行
っ
た
町
社
協
へ
の
寄
付

に
対
し
、
町
社
協
会
長
の
荒
木
町

長
か
ら
同
連
合
会
に
感
謝
状
も
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
、
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
、
早
川
眞
澄

さ
ん
が
介
護
予
防
を
テ
ー
マ
に
講

話
を
行
っ
た
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
各
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら

踊
り
な
ど
の
出
し
物
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
同
連
合
会
の
会
員
は
約

１
千
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
上
六
嘉
で
５
月
20
日
、

梅
雨
時
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
か

け
て
の
風
水
害
に
備
え
た
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
の
熊
本
地
震
を
踏

ま
え
、
後
を
絶
た
な
い
自
然
災
害

へ
の
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

地
元
の
増
岡
司
区
長
が
呼
び
掛
け

金
畑
公
園
仮
設
団
地
一
帯
で
初
め

て
実
施
。
仮
設
団
地
の
住
民
は
じ

め
民
生
委
員
や
消
防
団
ら
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
想
定
は
、
矢
形
川
が
大

雨
の
た
め
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る

と
い
う
想
定
。
参
加
者
ら
は
仮
設

団
地
の
広
場
に
集
ま
り
、
点
呼
を

行
う
な
ど
し
て
所
在
確
認
に
努
め

る
と
、
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る

嘉
島
東
小
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

徒
歩
に
よ
る
避
難
訓
練
で
し
た

が
、
足
腰
の
弱
い
お
年
寄
り
に
は

近
所
同
士
で
車
を
出
し
合
う
な
ど

金畑仮設団地で避難訓練金畑仮設団地で避難訓練

　

嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

４
月
30
日
、
町
民
会
館
ホ
ー
ル
に

約
３
０
０
人
が
集
ま
り
、
本
年
度

総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

物
故
者
へ
の
黙
と
う
に
引
き
続

き
、
中
島
敬
也
会
長
が
昨
年
の
震

災
を
踏
ま
え
て
町
内
13
単
位
ク
ラ

ブ
の
結
束
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

荒
木
町
長
は
「
皆
さ
ん
と
共
に
町

が
一
丸
と
な
っ
て
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
当
た
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
」
と
お
礼
を
述
べ
、「
こ

嘉島町消防団の新入団員と班長クラス以上が
参加して訓練に取り組んだ

万
一
の
備
え　

怠
り
な
く

健
や
か
に

健
や
か
に

米
寿
祝
う

米
寿
祝
う 新

入
団
員
ら

新
入
団
員
ら

真
剣
に
訓
練

真
剣
に
訓
練

嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
定
期
総
会

嘉
島
町
消
防
団　

嘉
島
町
消
防
団　

　

嘉
島
町
消
防
団
は
新
入
団
員
と

班
長
ク
ラ
ス
以
上
約
80
人
を
対
象

に
し
た
訓
練
を
４
月
16
日
、
町
役

場
で
行
い
ま
し
た
。

り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　

佐
藤
光
正
団
長
よ
り
辞
令
交
付

を
受
け
た
新
入
団
員
ら
は
座
学
に

臨
み
、
災
害
時
の

対
応
は
じ
め
町
民

の
生
命
、
財
産
を

守
る
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
い
ま
し

た
。
上
益
城
消
防

署
員
の
指
導
に
よ

る
規
律
、
放
水
訓

練
も
行
わ
れ
、
消

防
ホ
ー
ス
と
ポ
ン

プ
の
連
結
な
ど
に

真
剣
な
表
情
で
取

金畑仮設団地の広場で点呼を行い、嘉島東小へ避難する参加者ら
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ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
（
熊
本

市
）
当
時
か
ら
〝
衣
替
え
〞
し
た

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
の
厨
房
に

立
っ
て
40
年
近
く
腕
を
振
る
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
一
筋
で
す
」

　

洋
食
―
欧
米
の
西
洋
料
理
に
憧

れ
、
10
代
で
こ
の
道
に
。
熊
本
市

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
振
り
出
し
に

鍋
や
皿
を
必
死
に
洗
い
続
け
た
修

業
の
日
々
が
あ
っ
て
昭
和
60
年
、

全
国
植
樹
祭
で
来
熊
な
さ
っ
た
天

皇
陛
下
へ
の
「
お
食
事
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
栄
誉
に
あ
ず
か
る

　
「
煎
じ
詰
め
て
言
え
ば
、
人
と

接
す
る
の
が
好
き
な
ん
で
す
」

　

人
が
相
手
の
保
護
司
と
し
て
保

護
観
察
中
の
主
に
少
年
や
少
女
た

ち
を
支
え
、
そ
の
更
生
に
心
を
砕

き
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

夫
が
嘉
島
町
職
員
だ
っ
た
縁
か

ら
引
き
受
け
た
職
務
だ
が
、
こ
の

四
半
世
紀
、「
関
係
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
恵
ま
れ
、
職

責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
」。
車
を
運
転
し
な
い
た
め
、

「
必
要
な
ら
夫
が
ド
ラ
イ
バ
ー
役

を
買
っ
て
出
て
く
れ
ま
す
」
と
言

う
よ
う
に
、
夫
婦
で
務
め
に
当
た

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
」。

　

厨
房
の
現
場
を
離
れ
て
も
、
全

日
本
司
厨
士
協
会
は
じ
め
関
係
団

体
の
役
職
の
務
め
を
果
た
す
と
と

も
に
、
業
界
の
〝
コ
ッ
ク
さ
ん
〞

の
技
能
向
上
と
後
進
の
育
成
に
余

念
が
な
い
様
子
。

　

２
年
前
、「
現
代
の
名
工
」
に

認
定
さ
れ
、「
褒
章
は
職
人
の
私

に
と
っ
て
は
最
高
の
名
誉
で
す
。

お
客
さ
ま
の
『
お
い
し
か
っ
た
』

の
一
言
が
聞
き
た
く
て
、
今
ま
で

や
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」。

る
こ
と
も
あ
っ
て
「
夫
に
は
い
く

ら
感
謝
し
て
も
感
謝
し
切
れ
ま
せ

ん
」。

　

小
学
校
長
だ
っ
た
父
親
が
退
職

後
、
嘉
島
東
小
前
に
開
い
た
文
房

具
店
を
一
時
、
引
き
継
ぎ
、
今
も

地
域
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
学

校
の
前
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
か
つ
て
事

故
で
入
院
し
た
折
、
日
ご
ろ
見

守
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
「『
早
く
元
気

に
な
っ
て
』
の
寄
せ
書
き
が
宝

物
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
商
工
会
（
会
員
総
数
３

２
１
人
）
は
５
月
22
日
、
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
平
成
29
年
度
通
常
総

会
を
開
き
ま
し
た
。
中
小
商
工
業

者
の
震
災
復
興
支
援
な
ど
を
重
点

目
標
と
す
る
本
年
度
の
事
業
計
画

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
藤
愼
祐
会
長
が
「
地
震
後
す

ぐ
に
特
別
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

復
興
支
援
を
進
め
て
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
づ
く

り
に
努
め
る
」
と
協
力
を
呼
び
掛

け
、
荒
木
町
長
も
「
商
工
会
の
皆

さ
ん
に
は
町
づ
く
り
の
大
き
な
柱

の
一
つ
と
し
て
貢
献
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
会
員
各
社
の
よ
り
一

層
の
繁
栄
を
め
ざ
し
て
く
だ
さ

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

全
国
連
会
長
表
彰
な
ど
は
次
の

通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
全
国
連
会
長
表
彰
】
◇
役
員
功

労
者
▽
嘉
島
町
商
工
会
理
事　

上

田
け
い
子
、
榮
光
男

【
従
業
員
同
】
◇
永
年
勤
続
者
▽

株
式
会
社
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ　

藤
本
正

明
▽
有
限
会
社
上
田
薬
品　

下
川

原
さ
ゆ
り
◇
若
年
労
働
者
▽
株
式

会
社
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ　

東
勇
希
、
中

谷
佑
介
、
南
雅
之

春
の
褒
章

春
の
褒
章

嘉
島
町
か
ら
２
人

嘉
島
町
か
ら
２
人

栗
﨑　

廉
子

栗
﨑　

廉
子
さ
ん
（

さ
ん
（
7575
）
＝
上
六
嘉

）
＝
上
六
嘉

德
永　
　

功

德
永　
　

功
さ
ん
（

さ
ん
（
7474
）
＝
鯰

）
＝
鯰

憧
れ
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
一
筋

少
年
ら
の
更
生
に
心
砕
く

功
労
者
な
ど

功
労
者
な
ど

７
人
を
表
彰

７
人
を
表
彰

保　

護　

司

熊
本
県
司し

ち
ゅ
う
し

厨
士
（
西
洋
料
理
）

技
能
士
会
長

　

嘉
島
町
商
工
会

　

嘉
島
町
商
工
会

黄綬藍綬
　政府が４月発表した春の褒章
で、嘉島町からＡＮＡクラウンプ
ラザホテル熊本ニュースカイ（元
ニュースカイホテル）特別調理顧
問の德永功さん（74）と保護司の栗
﨑廉子さん（75）が受章しました。

　德永さんは業務に励んで他の模
範なった黄綬、栗﨑さんは社会福
祉や公共のために尽力した藍綬の
各褒章です。なお県関係の受賞者
10 人でした。
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嘉島西小

　嘉島西小の今年の運動会スローガ
ンは「あきらめない心　協力する心
楽しむ心」。児童らは最後まで真剣な
表情、必死の形相で駆けたり、演技
したり。笑顔も弾けていました。



広報かしま 2017.6

7

嘉島東小

　「赤団　白団　力を合わせて　絶対勝
とう　ファイトだぜ !!」と銘打った嘉
島東小の運動会は地域挙げたイベント。
「ふるさと嘉島」を表現した組み体操は
大きな歓声に包まれていました。
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走って　跳んで　キラリ嘉島中学
体育大会

嘉中健児健児

乙女乙女

ゴール

伝　
　

統

つないだ

ス
タ
ー
ト
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元 

な
で
し
こ
Ｇ
Ｋ 

海
堀
選
手

　

 

嘉
島
で
現
役
復
帰

　

今
年
も
嘉
島
町
恒
例
の
一
斉
清

掃
活
動
が
４
月
23
日
、
町
内
13
の

各
区
で
そ
れ
ぞ
れ
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

青
空
が
広
が
る
中
、
上
島
で
は

親
子
会
が
３
班
に
分
か
れ
て
ク

リ
ー
ン
作
戦
＝
写
真
。
午
前
７
時

前
、
町
役
場
に
集
ま
っ
た
小
学
生

や
保
育
・
幼
稚
園
児
、
保
護
者
の

グ
ル
ー
プ
は
町
民
会
館
と
の
間
の

嘉島中体育大会から
町
道
沿
い
で
ご
み
拾
い
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
空
き
缶
な
ど
次
々
に
拾

い
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
元
の
道
路
沿
い

で
草
を
刈
っ
た
り
、
水
路
な
ど
日

ご
ろ
目
が
行
き
届
か
な
い
箇
所
の

ご
み
拾
い
に
区
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
だ
り
す
る
所
も
あ
り
ま
し
た
。

身
近
な
所
か
ら

身
近
な
所
か
ら

町
内
一
斉
清
掃

町
内
一
斉
清
掃

各
区
そ
れ
ぞ
れ

海
堀
選
手
の
現
役
復
帰
戦
の
取
材
に

当
た
る
報
道
陣

嘉島町で現役復帰を果たした元
「なでしこ」の海堀あゆみ選手

　

嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
で
５
月

７
日
に
行
わ
れ
た
九
州
女
子
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
１
部
の
試
合
で
、
日

本
代
表
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
（
Ｇ

Ｋ
）
と
し
て
活
躍
し
た
海
堀
あ
ゆ

み
選
手
（
30
）
が
現
役
復
帰
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

元
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｇ
Ｋ
、

海
堀
選
手
は
昨
年
１
月
に
引
退
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
熊
本
地
震
の

復
興
活
動
を
支
援
し
よ
う
と
、
同

リ
ー
グ
１
部
の
熊
本
ル
ネ
サ
ン
ス

に
コ
ー
チ
兼
任
で
加
入
し
、
在
学

中
の
慶
応
大
生
と
二
足
の
わ
ら
じ

を
履
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
〝
嘉
島
デ
ビ
ュ
ー
戦
〞
の
相
手

は
秀
岳
館
高
。
背
番
号
「
19
」
の

海
堀
選
手
は
後
半
途
中
か
ら
お
な

じ
み
の
Ｇ
Ｋ
で
は
な
く
、
フ
ィ
ー

ル
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
フ
ォ
ワ
ー
ド

（
Ｆ
Ｗ
）
と
し
て
ピ
ッ
チ
に
立
つ

と
、
積
極
果
敢
に
ゴ
ー
ル
を
狙
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
海
堀
選
手
の
プ

レ
ー
ぶ
り
を
一
目
見
よ
う
と
い
う

観
戦
客
が
多
く
詰
め
か
け
、
テ
レ

ビ
局
の
カ
メ
ラ
は
じ
め
報
道
陣
も

続
々
。
同
リ
ー
グ
関
係
者
ら
は

「
な
で
し
こ
並
み
（
？
）
で
は
」

と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

海
堀
選
手
は
京
都
・
長
岡
京
市

出
身
で
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
の
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
な
ど
で
活
躍
。
６
年

前
の
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ

杯
）
ド
イ
ツ
大
会
決
勝
で
は
、
米

国
と
の
Ｐ
Ｋ
戦
好
セ
ー
ブ
で
貢
献

し
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

女子サッカー



広報かしま2017.6

10

　

相
続
税
や
贈
与
税
の
算
定
基
準

と
な
る
嘉
島
町
の
路
線
価
が
熊
本

地
震
の
影
響
で
５
％
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
熊
本
国
税
局
が

５
月
８
日
に
公
表
し
た
震
災
に
よ

る
地
価
下
落
を
反
映
さ
せ
る
「
調

整
率
（
嘉
島
町
０
・
９
５
）」
の

適
用
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

適
用
対
象
と
な
る
相
続
税
は
平

成
27
年
６
月
14
日
〜
同
28
年
12
月

31
日
、
贈
与
税
が
同
28
年
１
月
１

日
〜
12
月
31
日
に
取
得
し
た
土
地

で
す
。
税
額
は
路
線
価
に
調
整
率

を
掛
け
合
わ
せ
て
計
算
す
る
た
め
、

納
税
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
既
に
申
告
済
み

で
も
還
付
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

今
回
の
調
整
率
は
、
県
内
全
域

と
大
分
・
由
布
市
に
適
用
。
建
物

の
倒
壊
や
道
路
は
じ
め
各
種
イ
ン

フ
ラ
被
害
の
状
況
と
い
っ
た
要
因

を
基
に
、
町
（
丁
目
）
や
大
字
単

位
で
引
き
下
げ
幅
が
算
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
復
旧
の
具
合
な
ど
は
考

慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
震
災
被
害
が
大
き
か
っ

た
南
阿
蘇
村
の
一
部
に
適
用
さ
れ

た
調
整
率
０
・
７
０
（
30
％
引
き

下
げ
）
が
今
回
最
大
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
調
整
率
は
東

日
本
大
震
災
な
ど
で
も
算
定
・
適

用
さ
れ
て
お
り
、
阪
神
大
震
災
で

最
大
だ
っ
た
地
区
の
調
整
率
は

０
・
７
５
（
25
％
同
）
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
は
熊
本
東
税
務
署

☎
（
３
６
９
）
５
５
６
６
。

ぶ
九
州
横
断
自
動
車
道
（
総
延
長

95
㌔
）
の
早
期
整
備
を
求
め
る
建

設
促
進
大
会
が
５
月
９
日
、
山
都

町
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
、
宮
崎
両
県
の
商
工
会
や

青
年
会
議
所
な
ど
で
つ
く
る
「
九

州
中
央
自
動
車
道
建
設
促
進
民
間

協
議
会
」
が
全
線
開
通
を
図
ろ
う

と
呼
び
掛
け
、
嘉
島
町
は
じ
め
沿

線
自
治
体
か
ら
関
係
者
ら
約
２
０

０
人
が
出
席
。
改
め
て
早
期
整
備

を
訴
え
る
大
会
決
議
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
自
動
車
道
は
、
熊
本
側
の
嘉

島
―
小
池
高
山
（
御
船
町
）
の
区

間
１
・
８
㌔
が
既
に
開
通
。
現
在
、

工
事
が
進
ん
で
い
る
小
池
高
山
―

北
中
島
（
山
都
町
）
10
・
８
㌔
の

区
間
の
開
通
は
来
年
度
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
決
議
に
は
、
建
設
中
の
北

中
島
―
矢
部
（
山
都
町
）
の
区
間
の

開
通
時
期
や
着
工
で
き
て
い
な
い

区
間
の
調
査
・
着
工
の
見
通
し
に

つ
い
て
も
早
期
の
公
表
を
求
め
て

い
く
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
と
宮
崎
県
延
岡
市
を
結

「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
」
熊
本
公
演
開
催
決
定
の
記
者

発
表
が
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
行
わ
れ
た

九
州
中
央
道

九
州
中
央
道

早
期
整
備
を

早
期
整
備
を建設

促
進
大
会

相
続
・
贈
与
税
負
担
軽
減
へ

熊　

本

国
税
局　

嘉
島
町
に
「
調
整
率
」

熊本地震

　

嘉
島
町
に
今
秋
、
ま
た
サ
ー
カ

ス
が
や
っ
て
来
ま
す
。
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本
の
駐
車
場
に
特
設
さ

れ
る
会
場
で
の
熊
本
公
演
が
決

ま
っ
た
の
は
「
木
下
大
サ
ー
カ

ス
」（
岡
山
市
）
で
、
県
内
で
は

６
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

今
秋
の
熊
本
公
演
は
、
昨
年
４

月
に
起
き
た
「
熊
本
地
震
か
ら
の

復
興
祈
念
」
と
銘
打
ち
、
熊
本
日

日
新
聞
と
熊
本
放
送
、
熊
本
県
民

テ
レ
ビ
の
３
社
が
共
催
し
ま
す
。

　

同
モ
ー
ル
熊
本
で
５
月
18
日
、

記
者
発
表
を
行
っ
た
公
演
実
行
委

員
会
に
よ
り
ま
す
と
、
特
設
会
場

で
の
熊
本
公
演
は
９
月
15
日
か
ら

11
月
29
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

メ
イ
ン
は
８
頭
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ

オ
ン
が
登
場
す
る
猛
獣
シ
ョ
ー
で
、

空
中
ブ
ラ
ン
コ
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

な
ど
世
界
一
流
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

が
勢
ぞ
ろ
い
。
お
な
じ
み
の
オ
ー

ト
バ
イ
の
シ
ョ
ー
も
織
り
込
ま
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

木
下
大
サ
ー
カ
ス
の
木
下
龍
太

郎
常
務
は
「
米
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
各

種
の
シ
ョ
ー
を
手
掛
け
る
演
出
家

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
地
震
で
苦

労
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
元
気
を

出
し
て
い
た
だ
く
夢
の
よ
う
な
世

界
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
県
内
外
か
ら
25
万
人

の
入
場
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
公

演
実
行
委
員
会
で
は
震
災
の
被
災

者
５
８
０
０
組
を
無
料
招
待
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
前
売
り
券
を

販
売
中
。
前
売
り
料
金
は
大
人
２

７
０
０
円
（
当
日
３
千
円
）、
３

歳
〜
中
学
生
１
７
０
０
円
（
同
２

千
円
）。
問
い
合
わ
せ
は
熊
本
公

演
事
務
局
☎
０
９
６
（
３
６
２
）

０
０
４
５
。

嘉島で９月15日～11月29日
木下大サーカス　熊本公演木下大サーカス　熊本公演 イ

オ
ン
モ
ー
ル



広報かしま 2017.6

11

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎
交
通
事
故
〜
町
内
の
事
故
は
前
年

並
み
で
す
が
、
御
船
署
管
内
は
依
然

と
し
て
、
物
損
事
故
、
人
身
事
故
と

も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

◎
刑
法
犯
〜
夏
は
路
上
に
お
け
る
わ

い
せ
つ
事
件
の
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
夜
道
の
一
人
歩
き
を
避
け

る
、
周
囲
を
警
戒
し
な
が
ら
歩
く
、

防
犯
ブ
ザ
ー
を
身
に
付
け
る
な
ど
の

防
犯
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 29 年４月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H29.4 4 62 0 0 1 0 0 0

H29 累計 21 261 0 0 13 4 1 3

前年比 +1 ‒4 ‒2 ‒1 +5 +1 +1 +1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H29.4 22 196 0 0 1 0 0 1

H29 累計 76 739 1 0 18 4 2 7

前年比 +24 +12 ‒10 ‒1 +5 ‒4 +2 +2

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（TEL282-1110　内線 261 ～ 264）
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お
忘
れ
な
く

児
童
手
当
の
現
況
届

　

児
童
手
当
の
受
給
者
の
方
は
6
月
30

日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
》

○
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保
険
証

の
写
し

○
平
成
29
年
１
月
１
日
に
嘉
島
町
内
に

住
民
登
録
の
な
か
っ
た
方
↓
前
の
住
所

の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
平
成
29
年

度
所
得
課
税
証
明
書

※
発
行
開
始
日
が
市
町
村
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
の
で
、
事
前
に
前
の
住
所
の
市

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
受
給
者
と
児
童
が
別
居
し
て
い
る
場

合
↓
そ
の
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
の

住
民
票
と
生
計
同
一
申
立
書

※
こ
の
他
に
も
必
要
に
応
じ
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

〜
現
況
届
提
出
の
お
願
い
〜

　

毎
年
、
５
月
後
半
に
農
業
者
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
全
て
の
方
に
独
立
行

政
法
人
農
業
者
年
金
基
金
よ
り
現
況
届

の
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
現
況

届
は
引
き
続
き
農
業
者
年
金
を
受
給
す

る
資
格
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
確

認
す
る
も
の
で
す
。

　

必
ず
６
月
末
日
ま
で
に
農
業
委
員
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
提
出
さ

れ
な
い
場
合
は
11
月
か
ら
の
年
金
の
支

払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
期
限
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
（
家

族
の
方
の
代
筆
・
提
出
で
も
構
い
ま
せ

ん
）。

　

特
に
、
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
確
認
事
項
が
あ
り
ま
す
の

で
、
町
農
業
委
員
会
ま
で
直
接
持
参
を

お
願
い
し
ま
す
。
書
き
方
な
ど
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委

員
会
へ
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

嘉
島
町
農
業
委
員
会

☎
２
３
７－

２
６
２
９

６
月
は
「
食
育
月
間
」

　
「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

う
え
で
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。
こ

の
機
会
に
、「
食
」
を
楽
し
む
こ
と
の

大
切
さ
、
食
の
持
つ
多
様
な
役
割
な
ど

家
族
や
身
近
な
人
と
「
食
」
を
見
つ
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

熊
本
県
は
「
く
ま
も
と
食
で
育
む

命
・
絆
・
夢
プ
ラ
ン
（
熊
本
県
健
康
食

生
活
・
食
育
推
進
計
画
）」
に
基
づ
き
、

食
育
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

21
㌻
に
詳
報
が
あ
り
ま
す
。

　
　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
５
２

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

６
月
期
児
童
手
当
の
振
り
込
み

　

平
成
29
年
２
月
分
〜
５
月
分
の
児
童

手
当
の
希
望
金
融
機
関
口
座
へ
の
振
り

込
み
は
６
月
９
日
（
金
）
で
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る

方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

※お断り
　お問い合わせ先は、それぞれ
各項目の最後です。

↑

金婚夫婦・結婚 50周年
表彰します

　町では今年も金婚を迎えられるご
夫婦と結婚 50 周年（一人金婚）の表
彰を予定しています。
　今回の表彰に該当される方は、昭
和 42 年（1967 年）１月１日から 12
月 31 日までに結婚された方々になり
ます。
　表彰の申し込みにつきましては、
老人クラブ会員の方は所属の老人
クラブへ、それ以外の方については、
役場に直接お申し出ください。
　なお、申し込みをされた方につい
ては、「広報かしま」に氏名と表彰式
当日の写真を掲載させていただきま
すことを申し添えます。
○申込期限　
　７月 14 日（金）午後５時まで
　　役場町民課福祉係

☎２３７－２５７６
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ご
存
じ
で
す
か

農
家
の
自
力
復
旧
を
支
援
し
ま
す

　

農
業
の
維
持
を
図
る
た
め
、
営
農
の

基
盤
で
あ
る
被
災
し
た
農
地
を
自
ら
復

旧
す
る
た
め
の
経
費
の
一
部
を
支
援
し

ま
す
。

○
対
象
事
業
費

　

昨
年
の
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た

農
地
（
田
・
畑
）
を
耕
作
者
や
所
有
者

が
自
ら
行
う
復
旧
作
業
や
、
農
地
の
表

土
整
地
等
に
要
す
る
経
費
（
作
業
機
械

借
り
上
げ
料
、
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
賃

金
、
材
料
費
、
運
搬
、
燃
料
費
な
ど
）。

○
対
象
と
な
ら
な
い
農
地

　

他
の
補
助
事
業
（
災
害
復
旧
工
事
・

多
面
的
機
能
支
払
事
業
）
に
よ
り
復
旧

工
事
を
し
た
農
地
や
今
後
、
復
旧
を
予

定
し
て
い
る
農
地
。

○
補
助
金
交
付
基
準

　

補
助
率　

対
象
事
業
費
の
２
分
の
１

以
内
（
１
カ
所
に
つ
き
）

　

補
助
金
上
限
額　

20
万
円
（
１
カ
所

に
つ
き
）

○
申
請
受
付
期
間

　
 

12
月
22
日
（
金
）
ま
で
（
閉
庁
日
を

除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
）

○
受
付
場
所

　

嘉
島
町
役
場
１
階 

農
政
課

○
申
請
に
必
要
な
書
類

　

 

①
農
地
自
力
復
旧
事
業
補
助
金
交
付

申
請
書
（
農
政
課
窓
口
で
取
得
し
て

く
だ
さ
い
）

　

 

②
見
積
も
り
書
・
領
収
書
な
ど
（
費

用
の
内
訳
が
わ
か
る
も
の
）

　

 

③
施
工
前
と
施
工
後
の
写
真

　

 

④
被
災
農
地
の
位
置
図

　

⑤
印
鑑
（
認
め
可
）

　

 

⑥
預
金
通
帳
（
補
助
金
は
指
定
の
口

座
へ
振
り
込
み
ま
す
）

※
各
々
の
申
請
時
期
は
復
旧
が
済
ん
で

か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
、
右
記
の
書
類

を
持
参
の
う
え
役
場
農
政
課
で
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

　
　

役
場
農
政
課
整
備
係

☎
２
３
７－

２
６
２
９

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布
は

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
マ
ル
チ
ロ
ー

タ
ー
式
小
型
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
等
の
無

人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
散
布
な
ど
を
行

う
場
合
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
・

承
認
が
必
要
で
す
。
併
せ
て
、
散
布
計

画
を
県
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
機
体
は
、
農
林
水
産

省
が
指
定
す
る
機
関
が
認
定
し
た
機
種

の
み
が
使
用
可
能
で
、
操
縦
す
る
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
も
資
格
が
必
要
で
す
。

　
　

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

調
理
師
試
験

○
試
験
期
日　

８
月
29
日
（
火
）

○
試
験
会
場

　

熊
本
県
立
大
学

○
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
の
学

歴
を
持
ち
、
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど

で
２
年
以
上
の
調
理
業
務
に
従
事
し
た

経
験
の
あ
る
方

○
願
書
配
布　

各
保
健
所
、
県
健
康
づ

く
り
推
進
課
な
ど
で
配
布

○
願
書
受
け
付
け　

　

６
月
12
日
（
月
）
〜
６
月
16
日
（
金
）

○
提
出
先　

・
熊
本
市
居
住
者
↓
熊
本
市
保
健
所

・
そ
の
他
県
内
居
住
者
↓
県
保
健
所

　
　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
５
２

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

　

５
月
29
日
（
月
）
か
ら
、
全
国
の
法

務
局
に
お
い
て
、
各
種
相
続
手
続
き
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
法
定
相
続

情
報
証
明
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
ま
で
各
種
相
続
手
続
き
で
は
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
方
の
戸
籍
・
除
籍
謄
本

等
の
束
を
各
種
窓
口
に
何
度
も
出
し
直

す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
制
度
は
、
登
記
所
（
法
務
局
）
に

戸
籍
・
除
籍
謄
本
等
の
束
と
と
も
に
相

続
関
係
を
一
覧
に
表
し
た
図
（
法
定
相

続
情
報
一
覧
図
）
を
提
出
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
登
記
官
が
そ
の
一
覧
図
に
認

【
14
㌻
に
続
く
】

↑
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証
文
を
付
し
た
証
明
書
を
無
料
で
交
付

し
ま
す
。
そ
の
後
の
各
種
手
続
き
は
法

定
相
続
情
報
一
覧
図
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
戸
籍
・
除
籍
謄
本
等
の

束
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。
本
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
は
、

お
近
く
の
法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

【
13
㌻
か
ら
続
く
】

お
済
み
で
す
か
？

郵
便
物
の
転
送
サ
ー
ビ
ス
延
長

　

熊
本
地
震
の
影
響
で
、
仮
設
住
宅
な

ど
に
お
住
ま
い
の
方
で
郵
便
局
に
転
居

届
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方
の
転
送
サ
ー

ビ
ス
期
間
は
、
転
居
を
届
け
出
た
日
か

ら
１
年
間
で
す
。
延
長
が
必
要
な
方
は

最
寄
り
の
郵
便
局
で
延
長
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

台
風
時
の
停
電
に
備
え
ま
し
ょ
う

○
台
風
時
の
停
電
情
報
チ
ェ
ッ
ク　

　

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、
電
話
が

つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
台
風
な
ど
の
非
常
災
害
時
の
停
電

情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。

○
停
電
へ
の
備
え

　

強
風
で
飛
ば
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

も
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
し
っ
か
り
固
定

し
ま
し
ょ
う
。

○
携
帯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、
ご
登
録

い
た
だ
い
た
携
帯
電
話
に
停
電
情
報
を

メ
ー
ル
配
信
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

九
州
電
力

　
　

携
帯
電
話
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
http://kyuden.jp

　
　

パ
ソ
コ
ン
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

http://w
w
w
.kyuden.co.jp

熊
本
県
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
税

〜
豊
か
な
森
林
を
次
の
世
代
へ
〜

　

熊
本
県
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら

「
熊
本
県
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り

税
」（
年
間
個
人
５
０
０
円
、
法
人
１

千
〜
４
万
円
）
を
活
用
し
、
水
を
蓄
え
、

災
害
を
防
止
す
る
な
ど
の
森
林
の
公
益

的
機
能
の
向
上
を
図
り
、
森
林
を
元
気

な
姿
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

熊
本
県
農
林
水
産
政
策
課

☎
３
３
３－

２
４
２
２

募
集子

育
て
ト
ー
ク
し
ま
せ
ん
か

　

ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
み
ん
な
で
一

緒
に
子
育
て
に
つ
い
て
話
し
ま
せ
ん

か
？

○
日
時　

６
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　

14
時
〜
15
時

だ
さ
い
。
ま
た
、
有
資
格
者
（
弁
護
士
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
税
理

士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
弁
理
士
、
海

事
代
理
士
、
行
政
書
士
）
に
よ
る
代
理

申
し
出
も
可
能
で
す
。

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
減
免
の
延
長

　

熊
本
地
震
で
半
壊
以
上
の
被
害
を
受

け
ら
れ
、
あ
る
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
方
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
の
税

（
料
）
を
減
免
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
29
年
度
も
平
成
29
年
４
月
分
か
ら
平

成
29
年
９
月
分
ま
で
に
相
当
す
る
月
割

算
定
額
に
つ
い
て
減
免
し
ま
す
。
詳
し

く
は
６
月
ま
た
は
７
月
に
送
付
す
る
決

定
（
変
更
）
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９↑

６ 月 の 納 税 等 ７ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………①　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }②　期介護保険料
保育所利用料……………６月分
下水道使用料……………５月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年６月30日（金）

固定資産税………………②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }③　期介護保険料
保育所利用料……………７月分
下水道使用料……………６月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年７月31日（月）

毎月第４水曜日
午後６時～午後８時

６月28日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）
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○
場
所　

子
育
て
ひ
ろ
ば

　

あ
い
あ
い

　
（
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☆
親
子
で
参
加
で
き
ま
す
。　

　
　

子
育
て
ひ
ろ
ば　

あ
い
あ
い

☎
２
３
７－

５
５
５
９

　
　
　
　
　

受
付
10
時
〜
16
時

子
ど
も
が
好
き
な
方

地
域
の
力
に
な
り
た
い
方

　

嘉
島
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
預
け
た
い

方
（
利
用
会
員
）
を
応
援
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る

方
（
協
力
会
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

協
力
会
員
（
お
お
む
ね
70
歳
ま
で
の
健

康
な
方
）
は
登
録
制
で
、
預
か
る
子
ど

も
は
生
後
３
カ
月
か
ら
小
学
６
年
生
ま

で
で
す
。
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
も
預

か
る
こ
と
も
で
き
る
両
方
会
員
や
、
利

用
会
員
も
併
せ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
、
会
員
登
録
を
し

て
、
次
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
講
習
会
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
講
習
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
申

し
込
み
を
。
予
約
制
の
託
児
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

７
月
14
日
（
金
）
９
時
〜
16
時

○
場
所　

子
育
て
ひ
ろ
ば　

あ
い
あ
い

　
　

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
　

セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
２
３
７－

５
５
５
９

　
　
　
　
　

受
付
10
時
〜
16
時

　

☎
０
８
０－

２
６
９
０－

０
１
３
８

東
部
幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

６
月
15
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ひ
と
り
親
家
庭

就
業
支
援
講
習
会

　

こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
方
が
、
働

く
上
で
必
要
な
資
格
を
取
得
し
就
業
を

支
援
す
る
た
め
、
講
習
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
現
在
申
し
込
み
受
け
付
け
を

行
っ
て
い
る
講
座
は
介
護
支
援
専
門
員

受
験
準
備
講
習
会
で
す
。
受
講
料
は
無

料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
料
は
自
己
負

担
）、
託
児
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

○
募
集
対
象
者　

次
の
条
件
を
満
た
す

方・
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ

ん
、
お
父
さ
ん
、
寡
婦
の
方
（
熊
本
市

在
住
の
方
を
除
く
）

・
希
望
す
る
講
習
会
の
全
日
程
に
出

席
可
能
で
、
技
能
や
資
格
取
得
に
意
欲

の
あ
る
方

・
介
護
支
援
専
門
員
受
験
準
備
講
習

会
は
、
平
成
29
年
度
本
試
験
の
受
験
を

予
定
し
て
い
る
方

　

介
護
支
援
専
門
員
受
験
準
備
講
習
会

４
日
間
で
全
３
分
野
（
介
護
支
援
、
保

健
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）
の
講
義
、

模
擬
試
験
と
そ
の
解
答
・
解
説
を
行
い

ま
す
。
合
格
の
た
め
の
直
前
講
習
会
で

す
。

【
熊
本
会
場
】

受
講
期
間　

８
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
１
日
（
金
）

時
間　

毎
週
金
曜
日
（
４
回
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

受
講
場
所　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
３－

７
）

【
天
草
会
場
】

受
講
期
間　

８
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
８
月
29
日
（
火
）

時
間　

毎
週
火
曜
日
（
４
回
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

受
講
場
所　

本
渡
地
区
公
民
館
（
天
草

市
船
之
尾
町
11－

４
）

申
込
期
限　

６
月
30
日
（
金
）

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ッ
ズ
！

全
国
フ
ェ
ア

　

装
飾
古
墳
館
に
、
全
国
30
以
上
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
大
集
合
！　

京
都
国
立
博

物
館
の
公
式
キ
ャ
ラ
「
と
ら
リ
ン
」
と

「
く
ま
モ
ン
」
の
夢
の
コ
ラ
ボ
も
。

○
日
時　

　

６
月
17
日
（
土
）
12
時
〜
17
時

　

６
月
18
日
（
日
）
10
時
〜
15
時　

↑
【
16
㌻
に
続
く
】



広報かしま2017.6

16

○
会
場　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

○
対
象　

幼
児
〜
低
学
年
（
推
奨
）

○
参
加
費　

無
料（
一
部
材
料
費
有
料
）

○
申
し
込
み　

不
要
（
事
前
予
約
は
不

可
）

　
　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

　
　

☎
０
９
６
８－
３
６－

２
１
５
１

ラ
ジ
オ
体
操
＆

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
月
１
回
（
基
本
第
１
日
曜
日
）、
熊

本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ
オ

体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
等
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
第
６
回
日
時　

　

７
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

　

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

　

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

中
学
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
受
講
者

○
対
象
者　

　

ご
自
分
で
買
い
物
に
出
か
け
る
こ
と

が
困
難
な
状
態
に
あ
る
高
齢
者
を
対
象

に
、
買
い
物
支
援
と
介
護
予
防
体
操
等

を
組
み
合
わ
せ
た
「
買
い
物
運
動
ク
ラ

ブ
」
を
始
動
し
ま
す
。

　

自
宅
か
ら
イ
オ
ン
熊
本
店
ま
で
を
送

迎
し
、
保
健
師
や
看
護
師
、
運
動
指
導

士
等
の
介
護
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
買
い
物

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
オ
ン
の
休
憩
コ
ー
ナ
ー
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
介
護
予
防
の
た
め
の

運
動
を
行
い
、
参
加
者
み
ん
な
で
楽
し

く
昼
食
を
食
べ
ま
す
。

○
対
象
者

　

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯

等
の
高
齢
者
で
、
自
分
で
買
い
物
に
出

か
け
る
こ
と
が
難
し
い
方
。
運
動
機
能

の
維
持
向
上
の
た
め
、
介
護
予
防
体
操

に
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

方
。

○
日
時　

毎
週
水
曜
日　

10
時
〜
13
時

※
ス
タ
ー
ト
は
７
月
５
日
の
予
定
。

○
場
所　

イ
オ
ン
熊
本
店

○
期
間　

６
カ
月
間

○
利
用
料
金　

無
料

た
だ
し
、
買
い
物
や
昼
食
の
費
用
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
定
員　

20
人

○
申
込
先　

町
地
域
包
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
買
い
物
支

援
や
介
護
予
防
の
必
要
性
に
よ
り
審
査

を
行
い
、
利
用
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

※
毎
月
15
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ

た
方
が
、
翌
月
か
ら
の
利
用
開
始
と
な

り
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
利
用
で
き
な

い
場
合
や
、
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

２
９
８
１

・
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

職
登
録
が
お
済
み
の
方

・
講
習
の
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

○
開
催
日　

　

９
月
12
日
（
火
）
〜

　
　
　

20
日
（
水
）
の
間
の
６
日
間

○
募
集
締
め
切
り
日　

９
月
１
日（
金
）

○
実
施
会
場　

　

御
船
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー

　
　

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
３
１
２－

３
３
１
０

放
送
大
学
10
月
生

　

放
送
大
学
は
平
成
29
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
８
月
31
日

ま
で
、
第
２
回
は
９
月
20
日
ま
で
。
資

料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
１－

０
８
６
０

障
が
い
の
あ
る
方
対
象

職
業
訓
練
受
講
生

《
介
護
職
員
初
任
者

 　
　
　
　

研
修
課
程
養
成
科
》

○
受
講
対
象
障
が
い

　

身
体
（
内
部
）、
知
的
、
精
神
、
発

達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

８
人

○
内
容　

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対
す

る
知
識
理
解
・
生
活
援
助
（
介
護
技

術
）
を
習
得
し
、
介
護
職
員
初
任
者
研

修
課
程
修
了
者
と
し
て
就
職
支
援
を
行

い
ま
す
。

○
募
集
期
間　

　

６
月
12
日
（
月
）
〜
７
月
31
日
（
月
）

○
訓
練
期
間　

　

９
月
１
日
（
金
）
〜
11
月
30
日
（
木
）

【
15
㌻
か
ら
続
く
】

始
め
ま
す
！
買
い
物
運
動
ク
ラ
ブ

↑
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○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　

６
９
９
５
円
程
度

○
訓
練
場
所　

合
同
会
社
オ
ル
ケ
ス
タ

熊
本
市
北
区
龍
田
町
弓
削
８
６
４－

１

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

ま
た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－
０
１
２
１

脳
い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

本
年
度
下
半
期
に
実
施
を
予
定
し
て

い
る
「
脳
い
き
い
き
教
室
」
や
サ
ロ
ン

等
地
域
の
通
い
の
場
に
お
い
て
、
パ
ズ

ル
等
を
用
い
た
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
践
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

○
対
象
者

　

養
成
講
座
受
講
後
、
脳
い
き
い
き
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
脳
い
き
い
き
教
室

や
地
域
の
サ
ロ
ン
等
に
お
い
て
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
方

○
日
程

８
月
〜
９
月
の
火
曜
日

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
11
時
半

・
第
１
回　

８
月
１
日

　

認
知
症
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

・
第
２
回　

８
月
８
日

　

記
憶
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ

・
第
３
回　

８
月
22
日

　

図
形
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ
①

・
第
４
回　

８
月
29
日

　

図
形
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ
②

・
第
５
回　

９
月
５
日

　

読
み
書
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ

・
第
６
回　

９
月
12
日

　

コ
グ
リ
ハ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぶ

・
第
７
回　

９
月
19
日

　

認
知
機
能
評
価
を
学
ぶ

医
療風

し
ん
抗
体
検
査

　

４
年
前
に
大
流
行
し
た
風
し
ん
。
妊

婦
が
、
妊
娠
期
間
の
前
半
（
20
週
頃
ま

で
）
に
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
赤
ち

ゃ
ん
が
目
や
耳
、
心
臓
な
ど
に
障
が
い

を
も
っ
て
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）。
そ
の

た
め
、
妊
娠
・
出
産
を
考
え
て
い
る
女

性
は
特
に
、
事
前
に
風
し
ん
の
予
防
が

大
切
で
す
。

　

熊
本
県
で
は
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検

査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

検
査
で
、
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
（
抗

体
）
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
早
め
に
検
査
を
お
受
け
く
だ

さ
い
。大

人
の
風
し
ん
の
予
防
接
種

　

嘉
島
町
は
、
風
し
ん
抗
体
検
査
で
予

防
接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
対

し
、
主
に
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発

生
予
防
を
目
的
と
し
て
、
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
者
や
必
要

書
類
を
確
認
し
、
役
場
町
民
課
窓
口
で

直
接
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

嘉
島
町
に
住
民
票
を
有
す

る
方
で
以
下
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
方
（
た
だ
し
、
妊
娠
中
の
方
お
よ

び
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
方
は

除
き
ま
す
）

①
熊
本
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風
し

ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
お
い
て
、
予
防

接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
②
過
去

の
風
し
ん
の
抗
体
検
査
に
お
い
て
抗
体

価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗
体
検
査
で
16
倍
以

下
お
よ
び
Ｅ
Ｉ
Ａ
値
８
倍
未
満
相
当
）

と
判
断
さ
れ
、
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
方

※
た
だ
し
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が

あ
る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
方
を
除
き
ま
す
。

　

ま
た
、
嘉
島
町
で
は
、
風
し
ん
の
抗

体
値
が
低
い
方
に
対
し
て
、
引
き
続
き

予
防
接
種
助
成
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、「
大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用

助
成
事
業
」
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
対
象
者

　

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配

偶
者
な
ど
の
同
居
者

　

②
風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ⅰ

抗
体
検
査
で
16
倍
以
下
）
妊
婦
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者

※
た
だ
し
、
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
方
、
風
し
ん
の
予
防
接

種
歴
が
あ
る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
方
を
除
き
ま
す
。

○
実
施
時
期

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

・
第
８
回　

９
月
26
日

　

ま
と
め

○
会
場

　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

○
定
員　

30
人

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

○
申
込
方
法

７
月
14
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

２
９
８
１

↑
【
18
㌻
に
続
く
】
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○
助
成
対
象
の
予
防
接
種

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻
し
ん
風
し

ん
（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン

○
嘉
島
町
が
行
う
費
用
助
成
額

７
千
円
を
上
限
と
し
、
対
象
者
が
負
担

し
た
額

○
助
成
費
用
の
申
請
期
限　

平
成
30
年

３
月
31
日
（
助
成
の
対
象
は
、
平
成
29

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

あ
れ
こ
れ

女
性
の
た
め
の
総
合
相
談

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
（
熊

本
市
）
の
女
性
総
合
相
談
室
で
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
な
ど
を

相
談
員
が
電
話
と
面
接
で
伺
い
ま
す
。

家
庭
、
職
場
、
地
域
な
ど
で
生
じ
た
ト

ラ
ブ
ル
や
困
り
ご
と
の
ほ
か
、「
何
と

な
く
生
き
づ
ら
い
」「
ど
こ
に
相
談
し

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
思
う
こ
と

を
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
員
が
お
話
を
伺
い
、
解
決
に

向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
毎
月
１
回
、
第
３
土
曜
日
は
女

性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
４
月
か
ら
新
し
く
第

２
土
曜
日
は
、
友
達
や
恋
愛
、
家
族
、

将
来
の
こ
と
、「
親
や
友
達
に
は
話
せ

な
い
」
ガ
ー
ル
ズ
の
悩
み
相
談
、
第
４

土
曜
日
は
、
忙
し
く
て
自
分
の
こ
と
が

つ
い
お
ろ
そ
か
に
な
る
方
へ
「
つ
ぼ
ト

ン
ト
ン
」
や
「
セ
ル
フ
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
」
の
セ
ル
フ
ケ
ア
講
座
で
心
も
身

体
も
元
気
に
な
る
方
法
を
お
教
え
し
ま

す
（
い
ず
れ
も
13
〜
16
時
）。

　

ご
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
女
性
総
合
相
談
】

○ 

電
話　

月
・
木
〜
土
（
9
時
〜
16

時
）、
水
（
9
時
〜
20
時
）

○
面
接
（
女
性
対
象
・
要
予
約
）

　

月
・
水
〜
土
（
9
時
〜
16
時
）

【
法
律
相
談
】（
女
性
対
象
・
要
予
約
）

○
毎
月
第
３
土
曜
日
（
13
時
〜
16
時
）

　
　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

　
　

女
性
総
合
相
談
室

☎
３
５
５－

２
２
２
３

無
料
の
登
記
相
談

予
約
制
で
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ
る
土

地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
等

の
登
記
に
関
す
る
無
料
の
登
記
相
談
所

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

　

７
月
13
日
（
木
）
10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
御
船

相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

精
神
保
健
福
祉
相
談

　

次
の
通
り
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談

に
当
た
っ
て
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

時
間
と
相
談
場
所
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
希
望
が
丘
病
院
担
当
日

平
成
29
年

・
６
月
２
日
・
７
月
７
日

ま
で
に
接
種
し
た
予
防
接
種
で
す
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
が
記
載
さ

れ
て
い
る
書
類
（
次
の
い
ず
れ
か
）

☆
熊
本
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風
し

ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
お
け
る
風
し
ん

抗
体
検
査
結
果
通
知
書

☆
過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
が
分

か
る
書
類
（
母
子
手
帳
な
ど
）

②
予
防
接
種
を
実
施
し
た
医
療
機
関
が

発
行
し
た
領
収
書

③
予
防
接
種
の
実
施
が
確
認
で
き
る
証

明
書
（
使
用
ワ
ク
チ
ン
が
確
認
で
き
る

予
防
接
種
済
証
、
も
し
く
は
問
診
票
の

コ
ピ
ー
な
ど
）

④
印
鑑
（
認
め
可
）

⑤
助
成
費
用
の
振
り
込
み
を
希
望
す

る
金
融
機
関
口
座
情
報
（
通
帳
な
ど
）。

た
だ
し
、
振
込
先
の
口
座
名
義
人
は
申

請
者
と
同
一
の
方
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

【
17
㌻
か
ら
続
く
】

↑

　どんな小さなことでも結
構です。秘密は、固く守ら
れますので、お気軽にご相
談ください。相談は無料です。
○次の相談日および相談員
６月 28 日（水）　弁護士
７月 26 日（水）　弁護士
※相談をご希望の方は、必
ず電話で予約をお願いしま
す。

心配ごと　

　無料相談

　定員（原則４人）になり
次第、締め切らせていただ
きますので、ご了承ください。
○相談場所
　嘉島町福祉センター
○相談時間
　13 時半～ 15 時半
　（１人 30 分以内）
　　嘉島町社会福祉協議会
　　☎２３７－２９８１
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裁
判
所
と
い
う
と
、
堅
苦
し
い
感

じ
が
し
て
つ
い
敬
遠
し
が
ち
で
す
が
、

調
停
や
少
額
訴
訟
な
ど
、
利
用
し
や

す
い
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
、
民
事
調
停

　

調
停
は
、
裁
判
官
と
一
般
市
民
か

ら
選
ば
れ
た
調
停
委
員
２
人
が
、
当

事
者
双
方
の
言
い
分
を
聞
き
な
が
ら
、

話
し
合
い
に
よ
る
合
意
に
よ
っ
て
紛

争
の
解
決
を
図
る
手
続
き
で
す
。
金

銭
の
貸
し
借
り
、
交
通
事
故
の
損
害

賠
償
、
賃
料
の
増
減
額
の
請
求
な
ど
、

民
事
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
構
い

ま
せ
ん
。
専
門
知
識
を
要
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
医
師
、
建
築
士
、
不

動
産
鑑
定
士
な
ど
の
専
門
家
の
調
停

委
員
が
関
与
し
、
適
切
で
円
滑
な
解

決
を
目
指
し
ま
す
。

２
、
家
事
調
停

　

離
婚
や
養
育
料
、
遺
産
分
割
な
ど

と
い
っ
た
夫
婦
や
親
子
の
関
係
、
相

続
に
関
す
る
争
い
に
つ
い
て
は
、
家

庭
裁
判
所
の
家
事
調
停
と
い
う
手
続

き
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
話
し
合
い

に
よ
る
解
決
を
目
指
し
ま
す
が
、
話

し
合
い
が
成
立
し
な
い
場
合
に
は
、

裁
判
所
が
審
判
に
よ
り
判
断
を
下
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３
、
少
額
訴
訟

　

60
万
円
以
下
の
金
銭
の
支
払
い
を

求
め
る
場
合
に
は
、
簡
易
裁
判
所
の

少
額
訴
訟
制
度
が
あ
り
ま
す
。
訴
訟

手
続
き
な
の
で
、
裁
判
所
が
証
拠
を

判
断
し
て
判
決
を
言
い
渡
し
ま
す
が
、

実
情
に
応
じ
て
、
分
割
払
い
や
支
払

い
猶
予
、
遅
延
損
害
金
の
免
除
を
言

い
渡
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、

訴
訟
の
途
中
で
、
話
し
合
い
に
よ
る

解
決
（
和
解
）
も
で
き
ま
す
。
１
回

の
期
日
で
審
理
を
終
え
、
判
決
を
言

い
渡
す
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
た

め
、
証
拠
書
類
や
証
人
は
、
当
日
、

そ
の
場
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
に
限
ら
れ
ま
す
。
審
理
は
、
基
本

的
に
は
裁
判
官
と
当
事
者
が
同
じ
丸

い
テ
ー
ブ
ル
に
着
席
す
る
形
式
で
進

め
ら
れ
る
の
も
特
色
の
一
つ
で
す
。

判
決
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
意

義
の
申
し
立
て
を
し
ま
す
。

　

日
頃
の
生
活
に
お
い
て
、
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
こ
れ
ら
を
利
用

す
る
の
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
上
益
城
広
域
連
携
消

費
生
活
相
談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

《
調
停
、
少
額
訴
訟
を
利
用
し
よ
う
》

見
守
り
新
鮮

情
報
6
月
号

・
８
月
４
日
・
９
月
１
日

・
10
月
６
日
・
11
月
10
日

・
12
月
１
日

同
30
年

・
１
月
５
日
・
２
月
２
日

・
３
月
２
日　

○
益
城
病
院
担
当
日

平
成
29
年

・
６
月
16
日
・
７
月
21
日

・
８
月
18
日
・
９
月
15
日

・
10
月
20
日
・
11
月
17
日

・
12
月
15
日

同
30
年消

費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
解
決
へ

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
熊
本
地
震
の
被
害
に
よ
り
、

御
船
町
に
開
設
し
て
い
た
益
城
町
の
消
費

生
活
相
談
室
も
既
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

月　

益
城
町
☎
２
８
６－

３
１
１
１

火　

御
船
町
☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町
☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町
☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－
７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－
１
１
１
２

・
１
月
19
日
・
２
月
16
日

・
３
月
16
日

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

↑

※お断り
　お問い合わせ先は、それぞれ
各項目の最後です。



今夏も楽しく!!「かしま水の郷まつり」今夏も楽しく!!「かしま水の郷まつり」
８月５日開催８月５日開催
呼
び
物
の
打
ち
上
げ
花
火

　

ス
テ
ー
ジ
盛
り
だ
く
さ
ん

ま
つ
り
会
場

　

出
店
募
る

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

昨
年
の
ま
つ
り
か
ら
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嘉
島
町
の
夏
を
彩
る
「
か
し
ま

水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
２
０
１

７
」
が
今
年
は
８
月
５
日
（
土

曜
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
と

同
様
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
南

側
駐
車
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
多

彩
な
ス
テ
ー
ジ
や
恒
例
の
花
火
大

会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
今

季
初
会
合
が
５
月
15
日
、
町
役
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
協

議
で
開
幕
時
刻
を
昨
年
よ
り
30
分

早
め
て
午
後
５
時
半
と
し
、
呼
び

物
の
花
火
大
会
の
ス
タ
ー
ト
を

「
午
後
８
時
か
ら
」
と
申
し
合
わ

せ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
総
合
司
会
は
タ
レ
ン

ト
の
大
田
黒
浩
一
さ
ん
。
か
し
ま

太
鼓
、
嘉
島
中
吹
奏
楽
部
、
町
消

防
音
楽
隊
、
Ｂ
‐
ｆ
ｉ
ｔ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
加
え
、
県
内
を
拠
点

に
す
る
お
笑
い
の
「
も
っ
こ
す

フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
と
若
手
の
演
歌
歌

　
「
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
２
０

１
７
」（
８
月
５
日
）
の
開
催
に

当
た
り
、
次
の
通
り
ま
つ
り
会
場

へ
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
受
付
期
間

６
月
15
日
（
木
）

　
　

〜
６
月
30
日
（
金
）

○
対
象
者

町
内
居
住
者
、
お
よ
び
町
内
に

店
舗
を
構
え
る
事
業
者

○
申
し
込
み
の
際
に
必
要
な
も
の

・
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

手
・
堀
内
は
る
な
さ
ん
の
出
演
も

決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
当
日
の
舞
台
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
「
広
報
か
し
ま
７
月

号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

・
店
舗
の
営
業
許
可
書
（
業
者

の
方
の
み
必
要
）

　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
居
住
者
の
名
義
を

借
り
て
の
出
店
に
つ
き
ま
し
て
は

固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。
名
義

の
貸
し
借
り
が
あ
っ
た
と
確
認
さ

れ
た
場
合
は
出
店
を
お
断
り
し
ま

す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
役
場
企
画
情
報
課
）

　

☎
２
３
７－

２
６
４
１（
直
通
）

多くの人出でにぎわった昨年のまつり

今夏開催するまつりについて協議し
た実行委員会



広報かしま 2017.6

21

６月は「食育月間」です。
　食に関する知識と食を選択する力をさまざまな経験を通じて習得し、健全な食生活を実践す
ることで、生涯にわたって生き生きと暮らすことができると考えられます。普段の生活の中か
ら食育について考えてみませんか？

● 食を通じたコミュニケーション
　食を楽しみながら食事の作法・マナー、食文化を含む
望ましい食習慣や知識の習得が図られるよう、家庭にお
ける共食など食事等の場における食を通じたコミュニケー
ションを促進しましょう。

● 食を大切にする気持ち
　食に関するさまざまな体験活動、食前食後のあいさつ
（「いただきます」「ごちそうさま」等）の習慣化、食品ご
みを減らす等の環境への配慮、わが国の食文化や食糧問
題等に関する理解、豊かな味覚の形成等を促し、自然の
恩恵や食に関わる人々の諸活動への感謝の念と理解を深
めましょう。

● 望ましい生活リズム
　朝食をとることや早寝早起きを実践することなど、子どもの
基本的な生活習慣を育成し、生活リズムを向上させましょう。

● 食の安全
　食品の安全性に関する意識と関心を高めるとと
もに、食品の安全性に関する知識と理解を深め、
自らの食を自らの判断で正しく選択できるように
しましょう。
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医療機関を受診されるときのお願い
後期高齢者医療の被保険者の方へ

　現在、休日や夜間に受診される方が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたしていま
す。必要な方が安心して医療が受けられるように、医療機関の受診や薬局でお薬をもらう際には、下記
のことに留意しましょう。

●平日の昼間の診療時間内に受診しておきましょう
　体調がすぐれない場合や、軽い症状のときでも昼間の診療時間内に受診しておきましょう。
休日や夜間に救急外来を受診することで、重症患者への対応が遅れたり、支払う医療費も高く
なったりします。

●かかりつけの医師を持ちましょう
　信頼できるかかりつけ医を身近に見つけ、健康管理の心強い味方になってもらい、気になる
ことがあったら、早めに相談し日頃から体調管理に注意をしてください。また、かかりつけ薬
局があれば、市販の薬との飲み合わせのチェックなど気軽に相談できます。

●同じ病気で複数の医療機関を受診することは避けましょう
　同じ病気で複数の医療機関を受診すると、同じ検査や投薬により医療費が高くなるだけでな
く、かえって体に悪影響をあたえてしまう心配があります。

●後発（ジェネリック）医薬品を利用しましょう
　ジェネリック医薬品は、先発医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみます。ジェ
ネリック医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬品希望カード」をお持ちになり、医療機
関や薬局の窓口でお尋ねください。

●お薬手帳を活用しましょう
　複数の薬を使用する場合は、飲み合わせによって副作用が強く出ることもあります。お薬手
帳を活用し、既に処方されている薬を医師や薬剤師に伝えることが大切です。また、薬が余っ
ている場合は、医師や薬剤師に相談するようにしましょう。

後期高齢者の体と歯の健康診査のお知らせ

■体の健診
　糖尿病などの生活習慣病は、初期には自覚症状がほとんどなく、症状が現れ始めた頃にはすでに悪化
しているというケースが多くあります。病気を未然に防ぐため、また、病気を早い段階で発見し治療で
きるよう、年に１回は「健康診査」を必ず受けましょう。

【実 施 期 間】12月 10日（日）から 12月 12日（火）までの予定
【自己負担金】800円
【検 査 項 目】問診、身体測定、血圧測定、血中脂質検査、肝機能検査、腎機能検査、血糖検査、

尿検査、貧血検査など
【申 し 込 み】 対象者の方には４月に広報と世帯ごとの通知でご案内しておりますが、４月以降に

転入された方や、まだ健診のお申し込みをされていない方で、受診を希望される方は、
嘉島町役場町民課☎ 237-2574までお問い合わせください。

～病気の早期発見・早期治療、疾病予防のために～
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高額療養費制度の見直しについて

【お問い合わせ先】役場町民課保健係　☎ 237-2574

　高額療養費制度の見直しにより、高額療養費の自己負担限度額が次の通り変更（網掛け部分）になり
ます（平成 29年８月施行）。

ア　現役並み所得者
　外来療養にかかる自己負担限度額について、現行の４万 4,400 円から５万 7,600 円に
引き上げられます。

イ　一般所得者
　外来療養にかかる自己負担限度額について、現行の１万 2,000 円から１万 4,000 円に
引き上げるとともに、新たに、自己負担額の年間（８月１日から翌年７月 31日までの間）
の合計額に対して 14万 4,000 円の自己負担限度額が設けられます。
　入院療養にかかる高額療養費の自己負担限度額について、現行の４万 4,400 円から５万
7,600 円に引き上げるとともに、新たに、多数該当４万 4,400 円の自己負担限度額が設け
られます。

【平成 29年８月施行】

区分 外来＋入院（世帯）
外来（個人）

現役並み ５万 7,600 円
８万 100円＋１％
＜※４万 4,400 円＞

一般
１万 4,000 円

（年間 14万 4,000 円上限）
５万 7,600 円

＜※４万 4,400 円＞

低所得者Ⅱ

8,000 円

２万 4,600 円

低所得者Ⅰ １万 5,000 円

低所得者Ⅰ・Ⅱについては、変更ありません。

※ 過去１年以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が４回以上あった場合、
４回目以降は４万 4,400 円となります。
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弾道ミサイル落下時の
行動について

　弾道ミサイルは、発射からわずか 10分もしないうちに到達する可能性もあります。ミサイルが日本
に落下する可能性がある場合は、国からの緊急情報を瞬時に伝える「Jアラート」を活用して、防災行
政無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報メール等により緊急情報をお知ら
せします。

❶ 速やかな避難行動
❷ 正確かつ迅速な情報収集
行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

メッセージが流れたら
落ち着いて、直ちに行動してください。
できる限り頑丈な建物や地下に避難する。
地下：地下街や地下駅舎などの地下施設

物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。

窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。

―　ミサイル落下時には、こちらから政府の対応状況をご覧になれます　―

国民保護ポータルサイト
武力攻撃やテロなどから身を守るために

事前に確認しておきましょう。
http://www.kokuminhogo.go. jp/shiryou/
hogo_manual.html

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、密閉
性の高い屋内または風上へ避難する。

●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉する。

首相官邸
ホームページ
www.kantei.go.jp/

Twitter アカウント
首相官邸災害・危機管理情報
@Kantei_Saigai

 J アラート（例）直ちに避難。直ちに避難。直ちに頑丈な
建物や地下に避難してください。ミサイルが落下する可能性
があります。直ちに屋内に避難してください。

屋外に
いる場合

建物が
ない場合

屋内に
いる場合

近くに
ミサイル
落下！
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各種自衛官募集

募集項目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

航空学生

（海）高卒18歳以上23
歳未満の者【高卒者
（見込含）または高専３
年次修了者（見込含）】 ７月１日

～９月８日

１次：９月18日
２次：10月17日
　　 　　 ～22日
３次：11月18日
  　　～12月21日

１次：10月10日
２次：（海）11月14日
　　　（空）11月６日

最終：30年１月22日

30年３月下旬
　～４月上旬
※入隊後約６年で
　３等海・空尉

（空）高卒18歳以上23
歳未満の者【高卒者
（見込含）または高専３
年次修了者（見込含）】

一般曹
候補生

18 歳以上
27 歳未満の者

７月１日
～９月８日

１次：９月16日～18日
２次：10月５日
　　　　　～11日
※いずれか１日を
　指定されます

１次：９月29日

最終：11月10日

30年３月下旬
　～４月上旬
※入隊後２年９月
経過以降選考に
より３等陸・
海・空曹

自衛官
候補生

18 歳以上
27 歳未満の者

年間を通
じ行って
おります。

受け付け時
にお知らせ
します

合格発表日は
試験日にお知
らせします

採用予定通知書で通知
（所要の教育を経て、
３カ月後に２等陸・
海・空士に任用）

平成 29年度防衛大学・防衛医科大学校学生募集

募集項目 資　　格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

防衛大学校
学生

推薦

18歳以上 21歳未満の
者高卒者（見込含）ま
たは高専３年次修了者
（見込含）で成績優秀か
つ生徒会活動等に顕著
な実績を修め、学校長
が推薦できる者

9月 5日　　
～ 9月 7日 ９月23日・24日 10月27日

30年４月
上旬

総合
選抜 18歳以上 21歳未満

の者高卒者（見込含）
または高専３年次修
了者（見込含）

９月５日　　
～９月７日

１次：９月23日
２次：10月28日
　　　　・29日

１次：10月13日
最終：11月22日

一般
（前期）

９月５日　　
～９月 29 日

１次：11月４日
　　　　・５日
２次：12月５日
　　　　～９日

１次：11月22日
最終：30年１月19日

防衛医科大学校
医学科学生

18歳以上 21歳未満
の者高卒者（見込含）
または高専３年次修
了者（見込含）

９月５日　　
～９月 29 日

１次：10月28日
　　　　・29日
２次：12月13日
　　　　～15日

１次：11月29日
最終：30年２月14日

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

18 歳以上 21歳未満
の者高卒者（見込含）
または高専３年次修
了者（見込含）

９月５日　　
～９月 29 日

１次：10月14日
２次：11月25日
　　　　・26日

１次：11月10日
最終：30年２月２日

【お問い合わせ】宇城募集案内所　☎0964-23-2047
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　2020 年に開催される東京オリンピック、
パラリンピックのシンボル旗が嘉島町に
もやって来て展示されました＝写真。県
内を巡回展示中の「東京 2020 フラッグツ
アー」の一環です。
　町総合運動公園の管理棟に５月３～７
日、展示された五輪旗は白地に世界５大
陸を表すおなじみの青、黄、黒、緑、赤
の五つの輪がくっきり。大会ＰＲの説明
パネルとＤＶＤも一緒に展示されました。
　今回のフラッグツアーは、大きな被害に
見舞われた震災からの復旧・復興の途上に
ある熊本を元気づけ、３年後に迫った大会
本番を一緒に盛り上げていこうと企画さ
れました。小池東京都知事が４月 26 日に
来熊し、蒲島熊本県知事に手渡して以来、
嘉島町はじめ益城、南阿蘇、西原など県内
12 市町村の 21 会場を巡回展示中です。

嘉島町に五輪旗がやって来た　
―町総合運動公園で公開展示

嘉島町総合運動公園
各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

6

11 日 平成 29年度第 45回 KYUリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会
17 土 第 32回九州大学サッカーリーグ 競技場 10：00～ 九州サッカー協会
18 日 2017第 8回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会
24 土 平成29年度上益城郡中学校総合体育大会サッカー競技 競技場 ９：00～ 上益城郡中学校体育連盟　25日も開催

7

1 土 第32回九州クラブユース（U‐15）サッカー選手権大会 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　2日も開催
1 土 第43回熊日杯争奪学童野球大会兼上益城郡学童野球選手権大会 野球場 ９：00～ 上益城郡軟式野球連盟　2日も開催
8 土 高円宮杯U-18サッカーリーグプリンスリーグ九州 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　15日も開催
8 土 第 67回上益城郡民体育祭　野球競技 野球場 ９：00～ 上益城郡体育協会　9日も開催
9 日 第 67 回上益城郡民体育祭 陸上競技 競技場 ９：00～ 上益城郡体育協会
21 金 第 19回プーマ杯熊本未来サマーフェスティバル 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会　22・23日も開催
25 火 第 33回熊本未来サマーサッカーフェスティバル 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会　26日も開催
29 土 2017第 21回九州クラブユース（U‐18）サッカー 競技場 17：00～ 九州サッカー協会
30 日 2017第 8回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先　：　教育委員会　☎ 237－ 0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3106　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫ 9：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室 1室、多目的室 1室、男女更衣室、男女トイレ
※施設開放に伴うお知らせ
　 平成 28年熊本地震により被災しました嘉島町総合運動公園ですが、この度、野球場およびテニスコートの災害復旧
工事が完了したことで、平成 29年６月よりすべての施設を開放いたしました。

　詳しくは、教育委員会へお問い合わせいただくか、嘉島町ホームページをご覧ください。

平成29年 5月 19日現在
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私
は
「
中
途
半
端
な
密
室
」
と

い
う
推
理
小
説
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
こ
の
本
の
内
容
は
、
探
偵
で

あ
る
主
人
公
が
不
可
解
な
事
件
を

解
決
し
て
い
く
物
語
で
す
。
私
は

こ
の
本
を
読
ん
で
、
主
人
公
が
二

つ
の
事
件
を
解
決
し
て
い
く
う
ち

に
一
つ
に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
や
主

人
公
の
推
理
力
に
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。
自
分
で
も
推
理
し
、
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

「
中
途
半
端
な
密
室
」東川　

篤
哉

光
文
社
文
庫

嘉島西小学校６年

松永　結愛さん

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）

　
　
　
　

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

《
６
〜
７
月
の
休
館
日
》

　

６
月
12
、
19
、
26
日

　

７
月
３
、
10
、
18
、
24
、
31
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は

　

利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
閲
覧
、
学
習
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

☆ 本の寄贈、ありがとうござい
ました。
　平山　正明様（福岡県）

嘉  島  町  民  会  館

　熊本市との間で締結した連携中枢都市圏構想に伴う協定により、嘉島町の皆さんも、
熊本市立図書館をはじめ植木、城南、森都心プラザ、とみあいなどの図書館と同市公民
館図書室を利用できるようになりました。
　各図書館（室）で免許証や保険証などご住所とお名前が分かるものを提示、利用カード
を作ってご利用ください。
　ただし、図書の貸し出しと返却は熊本市の図書館・図書室に限られ、熊本市内で借り
た本を嘉島町民会館図書室で返すことはできません。

熊本市の図書館・図書室が利用できます！

おすすめ本
虎の目にも涙　44人の虎ばなし
 福井栄一　著
熊本県謎解き散歩 
 岩本税　水野公寿　編著
地震　停電　放射能　みんなで生き抜
く防災術
 小学館防災チーム　編
体にいいつもりが逆効果！やってはいけ
ない「食べ合わせ」 
 白鳥早奈英
フランス人は10着しか服を持たない２
今の家でもっとシックに暮らす方法
 ジェニファー・L・スコット　神崎朗子　訳
終盤力がアップする　詰めろ将棋273題
 森信雄
検察側の罪人
 雫井脩介
穂足のチカラ
 梶尾真治
花いくさ
 鬼塚忠
夜行
 森見登美彦

見つけよう！ぼくの、わたしの、座
右の銘２　友だち 
 監修　座右の銘研究会
おもしろい！進化のふしぎ　ざんねん
ないきもの事典 
 今泉忠明　監修
 下間文恵・徳永明子・かわむらふゆみ　絵
これマジ？ひみつの超百科８　爆笑！
感動！スポーツ伝説超百科
 オグマナオト＆スポーツ伝説研究会　編
クッツケロ
 作　加藤志異　絵　本秀康
やまださんちのてんきよほう
 長谷川義史
ちいさなきいろいかさ
 イラスト・にしまきかやこ　シナリオ・もりひさし
あめふらし（グリム童話）
 若松宣子　訳　出久根育　絵
ねむの花がさいたよ
 にしがきようこ　作　戸田ノブコ　絵
カモのきょうだい　クリとゴマ
 なかがわちひろ
明日になったら　一年四組の窓から
 あさのあつこ

　嘉島町文化協会の理事・総代会が４月28日、町
民会館会議室で開かれました。河原君代会長（ち
ぎり絵部門）が震災の影響で開催が危ぶまれた昨
年の町文化祭を「〝できたしこ〟を合言葉に何とか
開くことができました」と振り返り、荒木町長も

「町の文化の灯を絶やさない協会挙げた取り組みで
した」と地道な活動ぶりに敬意を表しました。
　議事では 11月３、４の両日、町文化祭を開くこ
となど盛り込んだ本年度事業計画を決めました。主
な役員は次の通りです（敬称略）。
　▽副会長　福泉朝子（詩吟）牛嶋たけ子（パッ
チワーク）▽監事　石坂アツ子（華道）上田けい
子（茶道）▽事務局長　鶴田尚子（和太鼓）

嘉島町文化協会理事・総代会
11月３、４日に町文化祭

　熊本地震による被災のため、ホール「アクア」とリハーサル室だけを条件付きで部分開放しています。
ホールの音響反射板や会議室等は利用できません。詳しくはお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237－ 0058



広報かしま2017.6

28

人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その301〕

「同和問題の解決をめざして」

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
⑫

「
子
ど
も
の
人
権
」　

　

虐
待
か
も
？
と
感
じ
た
ら

虐
待
か
も
？
と
感
じ
た
ら

○
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
で
子

ど
も
を
守
り
、
育
て
ま
し
ょ
う

　

少
子
化
の
進
行
、
家
庭
や
地
域

の
子
育
て
力
の
低
下
等
、
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
に
お
い
て
は
、
経
済
的
な

問
題
や
地
域
に
お
け
る
人
間
関
係

の
希
薄
化
な
ど
に
伴
う
育
児
不
安

や
育
児
ス
ト
レ
ス
の
増
大
等
に
よ

り
、
児
童
虐
待
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。

　

学
校
に
お
い
て
は
、
い
じ
め
や

不
登
校
、
中
途
退
学
等
の
問
題
へ

の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
権
を
守
り
、
子
ど

も
た
ち
が
社
会
的
に
自
立
し
て
い

け
る
よ
う
、
保
護
者
だ
け
が
子
育

て
に
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
社
会

全
体
で
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を

支
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
児
童
虐
待

　

保
護
者
が
18
歳
未
満
の
子
ど
も

に
行
う
、
身
体
的
虐
待
、
性
的
虐

待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
者
と
し

て
の
養
育
の
放
棄
等
）、
心
理
的

虐
待
の
こ
と
で
す
。

・
い
じ
め

　

子
ど
も
に
対
し
て
、
一
定
の
人

間
関
係
に
あ
る
人
物
（
そ
の
子
ど

も
が
在
籍
し
て
い
る
学
校
の
子
ど

も
な
ど
）
が
行
う
心
理
的
、
ま
た

は
物
理
的
な
影
響
を
与
え
る
行
為

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行

わ
れ
る
も
の
を
含
む
）
で
あ
っ
て
、

そ
の
行
為
の
対
象
と
な
っ
た
子
ど

も
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る

も
の
を
言
い
ま
す
。

・
貧
困

　

子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
貧
困
家
庭
の
子

ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
環

境
の
整
備
や
学
習
の
支
援
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
性
的
搾
取

　

国
内
外
で
の
児
童
買
春
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
児
童
ポ

ル
ノ
の
氾
濫
な
ど
、
児
童
を
性
的

な
商
売
の
対
象
に
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
？ 

　

熊
本
県
で
は
、
▼
熊
本
県
子
ど

も
輝
き
条
例
▼
熊
本
県
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
▼
く
ま
も
と
子
ど

も
・
子
育
て
プ
ラ
ン
な
ど
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

学校や幼稚園・保育所などでは、
どのように取り組まれているのですか？
１【就学前教育】

　人間形成の基礎を確立するうえで極めて重要な時期とと

らえ、すべての幼稚園・保育所において、人権を大切にす

る心を育てる就学前教育に努めています。

　そのために、職員自身の豊かな人間性や専門性の確立な

どをめざし、研修の充実を図っています。

２【学校教育】

　学校教育については人権文化の創造に向けて、同和問題

を人権問題の重要な柱としてとらえ、あらゆる人権問題の

解決のために、さまざまな機会を通して児童生徒の人権意

識を培い、差別意識の解消に向けた人権教育を推進してい

ます。

　具体的には、児童生徒一人ひとりの人権が守られた環境

の中で、その発達段階に応じながら、人権尊重に対する豊

かな感性や、主体的な意識、実践力を持った児童生徒の育

成に努めています。

　そのために、すべての教職員がそれぞれの職責を自覚し

た推進体制のもと、児童生徒への愛情や教育への使命感を

抱きながら、指導者としての資質や実践的指導力の向上に

努めています。

　また、学校が地域に開かれた人権教育・啓発の推進拠点

として、その役割が発揮されるよう、学校と家庭・地域と

の間で、緊密な連携を図っています。

３【社会教育】

　単に人権問題を知識として学ぶだけではなく、互いの人

権を尊重する態度や行動を培うことのできる人権感覚が身

につくような学習に努めています。

　また、家庭教育はすべての教育の出発点という重要な役

割を担っており、情報の提供などにより、家庭教育を支援

しています。

（熊本県人権啓発資料より）
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♪My Friends Come to Kashima! ♪
　Last month, my close friend from high school came to visit 
me from Canada.　Cassandra and her younger brother Ross 
stayed with me over the last week of　April. During Golden 
Week, we travelled all over Japan together. During　their 
stay here, we were able to visit Kurokawa Onsen, Osaka, 
Kyoto and　Okinawa.
　Having lived in Kashima alone for ten months, I haven't felt 
like making　breakfast for myself. So when my friends arrived 
in Japan, I decided to try making Japanese breakfasts. With 
warm ‶Hinohikari ”rice, we had miso soup with ‶nankanage”, 
seasoned nori from the Ariake Sea, ‶aji no mirinboshi", and 
‶takanazuke”.
　Although I wanted to show Kashima to them myself, I was 
working at school during the week. I decided to let them 
explore Kashima on their own. In addition to visiting many 
shops and restaurants, they also visited Ukishima Jinja and 
walked around the large, beautiful paddy fields which carpet 
Kashima. Coming from Canada which has long, harsh winters, 
and seeing a field full of wheat in April was quite unusual for 
them.
　My friends can't speak Japanese, so at first we were very 
worried. However, it turned out to be no problem. Whenever 
they went shopping, the workers they encountered tried to 

communicate in English, if they looked troubled. When I heard this, I was happy, and I felt more motivated to 
keep doing what I can to help with English education in Kashima.
　I want to thank the people of Kashima for being so accommodating to my friends from Canada. Thank you 
very much!

♪　嘉島に友人がやって来た～！　♪
　先月、高校時代の友人であるカッサンドラちゃんと
弟のロッス君が、カナダから来日。4月の終わりに私
のアパートに泊まりました。ラッキーなことに、ゴー
ルデンウイークの 5日間、3人で日本中を旅行しまし
た。黒川温泉、京都と大阪、そして最後に沖縄にも行
くことができました。
　一人暮らしを始めて 10 カ月。一人分だと毎日朝食
を作る気になれなかったのですが、２人が泊まってい
た間に日本の朝食を作ってみました。ヒノヒカリの温
かい白ご飯に、南関あげのおみそ汁、有明海産の味付
けのり、アジのみりん干しと高菜漬け、２人ともおい
しいと言って食べてくれました。
　滞在中に嘉島町を紹介してあげたいと思っていたの
ですが、平日は学校勤務なので、２人だけで嘉島を探
検させてみようと思いました。２人は、嘉島のさまざ

まなお店や飲食店に行ったり、嘉島の田んぼ道を歩い
たり、浮島神社にも行ってきたそうです。冬が長く寒
いカナダから来た彼らにとって、広大な４月の麦畑は
相当珍しい風景だったようです。
　２人とも日本語が話せないので、私は最初とても不
安でした。ところが、全然問題はなかったようです。
買い物に行って困ったときに、店員さんたちが簡単な
英語を使ってコミュニケーションを取ってくれたそう
です。私は、その話を聞いてうれしくなり、もっと嘉
島町の英語教育のためにできることを頑張っていこ
う！とモチベーションが上がりました。
　嘉島町の皆さんにお礼を言いたいです。カナダの友
人へのおもてなし、本当にありがとうございました！

（5月 15 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

日本スタイルの朝食。「おいしい」を連発
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河瀨　紗愛さん
（嘉島西小学校４年）

米満　やよいさん（鯰）

「
葱ね
ぎ

坊
主
」

工
藤　

禮
く
ん
（
嘉
島
西
小
学
校
３
年
）

昨
春
の
地
震
に
塀
は
壊
れ
し
が
家
の
め
ぐ
り
に
淀
川
つ
つ
じ　
　
　
　
　
　

大
塚
シ
ズ
子

様
々
な
人
生
あ
り
し
大
阪
城
転
居
し
た
娘こ

の
家
よ
り
見
え
る　
　
　
　
　
　

川
原　

涼
子

五
分
咲
き
の
桜
並
木
の
下
を
ゆ
く
野
良
着
の
ま
ま
の
気
ら
く
な
散
歩　
　
　

北
澤
喜
美
子 

武
士
達
の
首
の
ご
と
く
に
転
が
れ
り
車
の
ラ
イ
ト
が
椿
を
照
ら
す　
　
　
　

工
藤　

明
子

買
ふ
つ
も
り
無
け
れ
ど
朝
か
ら
丹
念
に
チ
ラ
シ
を
見
る
も
社
会
勉
強　
　
　

栗
﨑　

房
子

温ぬ
く
あ
め雨
の
な
か
に
た
ら
の
芽
伸
び
て
お
り
取
っ
て
食
べ
よ
か
刺と

げ

あ
る
み
ど
り　

栗
﨑　

廉
子

一
本
の
そ
め
い
吉
野
の
古
本
あ
り
小
道
を
被
う
花
び
ら
の
雪　
　
　
　
　
　

境　
　

益
代

い
つ
し
ら
に
病
院
橋
も
な
く
な
り
ぬ
乞
食
十
兵
衛
知
る
人
あ
り
や　
　
　
　

津
出
ト
ヨ
子

球
根
は
横
む
く
ま
ま
に
芽
を
出
せ
り
地
震
で
割
れ
し
地
面
の
ひ
び
に　
　
　

冨
永　

照
代

嫁
さ
ん
と
の
話
が
盛
り
上
が
り
男
の
孫
が
女
子
会
女
子
会
と
言
う　
　
　
　

橋
本
ユ
キ
子

ひ
と
と
こ
ろ
だ
け
菜
の
花
の
丈
低
し
ひ
と
り
じ
め
し
て
い
い
よ
春
の
陽　
　

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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梅
雨
時
に
当
た
り
、
緑
川
の
「
水
防
演
習
」
が
行
わ

れ
、
わ
が
町
の
精
鋭
、
水
防
団
の
皆
さ
ん
と
共
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
想
定
は
「
大
雨
で
堤
防
決
壊

の
恐
れ
」
と
緊
迫
。
た
だ
、
そ
の
日
は
五
月
晴
れ
の
抜

け
る
よ
う
な
青
空
、
し
か
も
演
習
会
場
の
甲
佐
町
船
津

の
緑
川
左
岸
河
川
敷
を
吹
き
抜
け
る
風
は
さ
わ
や
か
に

薫
り
、
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
も
楽
し
げ
。

　

そ
れ
で
も
昨
年
は
震
災
の
た
め
に
中
止
と
な
り
、
２

年
ぶ
り
の
実
動
演
習
と
あ
っ
て
参
加
し
た
流
域
２
市
４

町
の
各
水
防
団
員
の
頑
張
り
に
は
目
を
見
張
ら
さ
れ
ま

し
た
。「
何
と
し
て
も
水
害
か
ら
住
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
」
と
い
う
気
概
に
あ
ふ
れ
て
い
た
の
で
す
。
心

強
い
限
り
で
し
た
。

　

相
次
い
だ
「
緑
川
が
主
役
」
の
取
り
組
み
を
通
し
、

災
害
に
「
常
に
備
え
る
町
政
」
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と

を
肝
に
銘
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
恒
例
の
一
斉
清
掃
な
ど

「
水
の
郷
（
さ
と
）
の
恵
み
を
受
け
継
ぐ
町
政
」
に
改

め
て
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。　
　
　
（
５
月
31
日
）

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様

　
　
　

平
成
29
年
５
月
19
日
現
在

一　

般　

寄　

付

５月の
　　 町長の動き

荒木町長談

1日 ・辞令交付式、庁内常会および課長会議
 ・RKK来庁応対
 ・上益城消防組合消防長来庁応対
 ・熊本県防犯協会連合会理事会
 ・県庁くらしの安全推進課訪問
2日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・自衛隊家族会役員会
 ・嘉島町町史編纂準備委員会
8日 ・課長会議　・緑川ダム放流連絡協議会　
 ・サントリープロダクツ社長来庁応対
9日 ・ 熊本県土地改良事業団体連合会九州協議会

監査および総会
12日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・自衛隊家族会総会
 ・熊本県緑化推進委員会理事会　
 ・緑川改修期成会役員会、総会、交流会
13日 ・熊本県市町村保健師協議会
14日 ・緑川水防演習
15日 ・課長会議
 ・ まちづくり基金運営委員会、水の郷まつり

実行委員会
 ・ 上益城地方災害対策会議および熊本県消防

協会郡支部総会
 ・あつまるホールディングス感謝の夕べ
16日 ・上益城地域観光推進協議会総会
 ・熊本河川国道事務所より来庁応対
 ・白川立野ダム、加勢川改修促進期成会総会
 ・地域高規格熊本環状道路建設促進期成会総会
17日 ・上京（～18日まで）
18日 ・議会総務建設常任委員会視察同行
19日 ・熊本市環境共生課来庁応対
 ・嘉島町体育協会総会
20日 ・みゆきの里創立35周年感謝の夕べ
21日 ・中学校体育大会
22日 ・課長会議
 ・熊本県市町村職員研修協議会来庁応対
 ・熊本県町村教育長総会
 ・嘉島町商工会総会
23日 ・熊本県防犯協会連合会総会
 ・熊本県市町村振興協会打ち合わせ
24日 ・全国町村会会長との協議
25日 ・全国町村会会長と会長代行との協議
26日 ・熊本県土地改良事業団体連合会検査講評
 ・熊本県市町村振興協会理事会
 ・熊本県交通安全推進連盟理事会、総会
 ・熊本南工業団地協同組合総会
27日 ・東小学校運動会　・西小学校運動会
29日 ・課長会議　・随時監査報告
 ・嘉島町健康づくり推進委員会
 ・ＪＩＡ会長来庁応対
 ・熊本県商工会連合会総会
 ・上益城地域振興局主要事業等説明会
30日 ・熊本県農業信用基金協会理事会
 ・嘉島町社会福祉協議会評議員会
 ・熊本県共同募金会理事会
 ・熊本県浄化槽協会総会
31日 ・熊本県消防殉職者慰霊祭
 ・イオンモール熊本同友店会交流会

抜けるような五月晴れの下で行われた緑川水防演習。
前列左から２人目が荒木町長

　

次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香

典
返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
幡　

幸
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（
大
津
町
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亡　

幸
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林
田　

優
二　
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（
下
仲
間
）

　
　
　

亡　

ト
メ
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石
坂　

義
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（
上
島
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亡　

ス
エ
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橋
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浩
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様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

中
村　

謙
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𠮷
津　

幸
作　

様
（
井
寺
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亡　

光
男　

様

　

藤
岡　

澄
江　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

亡　

英
二　

様

　

本
田　

知
枝　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

優　

様

　

坂
口　

正
房　

様
（
北
甘
木
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亡　

ト
メ
コ　

様
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発行日　平成29年６月９日

嘉島町の人口
平成29年 5 月31日現在

（前月比）

人   口 9,175 人　

　男　　 4,444 人　

　女　　 4,731 人

世帯数　 3,398 世帯　（＋  7）

　

雨
が
多
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

先
月
は
小
中
学
校
で
運
動
会
。
昨
年

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
の
に
精
い
っ

ぱ
い
で
し
た
が
、
今
年
は
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
越
し
に
子
ど
も
た
ち
の
表
情
を

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

ぶ
し
い
日
差
し
の
中
で
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
一
生
懸
命
走
る
姿
、
そ
し
て

笑
顔
は
な
に
よ
り
ス
テ
キ
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）

　道路の横断や自転車の乗り方など学ぶ恒例の
交通安全教室が嘉島東小（４月24日）、嘉島西小
（５月11日）でそれぞれ開かれました。
　東小では全校児童、西小は１～４年生が御船署
員や町交通指導員らの指導を受けました。児童ら
は学校近くの交差点などで安全を確認し、しっか
り手を挙げて横断したり、グラウンドで安全な自
転車の乗り方を学んだりしていました。道路を渡
る時は右見て左見て、もう一度右を見て！

交通ルール学んだョ
　　嘉島東・西小で安全教室

　（＋  4）

　（＋  8）

　（＋ 12）

６月11日（日） たかぞえ内科・

 循環器科内科クリニック（御船町）

  ☎２８２－００７０

６月18日（日） のぐち皮ふ科（嘉島町）

  ☎２３７－４１１２

６月25日（日） 榊田外科医院（御船町）

  ☎２８２－６３６３

７月２日（日） 藤岡医院（御船町）

  ☎２８２－０４０５

７月９日（日） 西村病院（嘉島町）

  ☎２３７－１５５１

 

平成25年７月８日生

妹のことがかわいくて仕方ないお兄ちゃんです(*^^*)
ご両親：前田嶺さん・那実さん（鯰）

健蔵じいちゃん、良子ばあちゃん、
たくさん抱っこしてね！

ご両親：上田憲二さん・美紀子さん（滝河原）

前田　賢人（けんと）くん

平成28年７月29日生
　　　莉菜（りな）ちゃん平成28年12月２日生

上田　友太（ゆうた）くん


